
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成27年04月01日 1頁

前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０３ 学校給食の充実

学校給食センター所長  黒沼弘

児童・生徒が心身ともに健全に発達するため、引き続き安全安心で栄養バランスのとれた学校給食を提供するとともに食の

指導の充実を図り、望ましい食習慣の理解と実践の支援など、食育の推進を目指します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 学校給食食材生産供給組合からの年間納入量

1 ら 9,800 9,800 9,800 9,900 9,900 -
㎏ 9,538

し - - - - - △2,634.8

幸 家族一緒に食事をする回数（１週間）

2 10.5 11 11.5 12 12.5 -
回 10.12

福 - - - - - △425.2

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

05030100 安全安心な学校給食の提供と食育の推進
暮

学校給食食材生産供給組合からの年間納入量
1 ら

9,800 9,800 9,800 9,900 9,900 -
し ㎏ 9,538

- - - - - △2,634.8

05030100 安全安心な学校給食の提供と食育の推進
幸

家族一緒に食事をする回数（１週間）
2

10.5 11 11.5 12 12.5 -
福 回 10.12

- - - - - △425.2
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に影響する社会環境変化

(３) 政策との関連性

３．基本施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 基本施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｂ 最終更新日：平成27年04月01日 2頁

前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０３ 学校給食の充実

学校給食センター所長  黒沼弘

・安全で新鮮な地場産品を学校給食に使用していますが、さらなる地産地消の推進が望ましいです。

・安全安心な学校給食の確実な提供のため、老朽化した給食センターの施設設備等の計画的な改修整備が必要

政

です。
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政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：平成27年04月01日 3頁

前期基本計画 平成２７年度 基本施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０３ 学校給食の充実

学校給食センター所長  黒沼弘

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

05030100  安全安心な学校給食の提供と食育の推進

430,614 413,455 4.2 447,324 429,457 424,541 1,731,936


